
特集

　
「
問
い
」
は
、
と
き
に
事
象
の
根
源

的
な
問
題
を
深
め
る
契
機
に
な
る
。

　

法
制
審
議
会
は
、
少
年
法
は
有
効

に
機
能
し
て
い
る
と
し
な
が
ら
、
三

年
に
渡
る
議
論
の
紆
余
曲
折
を
経
て

少
年
法
改
正
の
答
申
を
行
っ
た
。
政

府
与
党
・
法
務
省
は
、民
法
改
正
に
よ

る
成
年
年
齢
の
施
行
に
あ
わ
せ
た
い

と
少
年
法
改
正
審
議
を
急
い
で
い
る
。

　

刑
事
法
・
少
年
法
研
究
者
は
じ
め

日
本
児
童
青
年
精
神
医
学
会
な
ど
ば

か
り
か
、
家
裁
の
裁
判
官
、
家
裁
調

査
官
、
少
年
院
長
や
法
務
教
官
な
ど

少
年
司
法
の
現
場
を
担
っ
て
き
た
元

実
務
家
が
相
次
い
で
適
用
年
令
の
引

き
下
げ
を
め
ぐ
る
少
年
法
改
正
に
強

い
疑
義
を
提
示
し
、
一
八
・
一
九
歳

の
年
代
へ
の
教
育
的
機
会
の
保
障
の

重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、

　
◆
特
集
に
あ
た
っ
て
│
│
い
ま「
問
い
」
が
と
わ
れ
る

立
ち
直
り
に
向
け
た
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
支
援
団
体
や

個
人
か
ら
も
、
こ
の
年
代
の
少
年
た

ち
の
成
長
と
変
化
に
目
を
向
け
、
社

会
は
そ
れ
に
力
を
注
ぐ
こ
と
を
求
め

て
い
る
。

　

有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
広

く
認
知
さ
れ
、少
年
司
法
の
法
執
行
・

運
用
の
担
い
手
や
支
援
を
支
え
る
人

々
が
高
く
評
価
す
る
「
少
年
法
」
だ

が
、
政
府
与
党
は
、「
適
用
年
令
は
引

き
下
げ
な
い
」
と
し
な
が
ら
一
八
・

一
九
歳
を
「
特
定
少
年
」
と
し
て
厳

罰
化
に
向
け
て
の
改
正
の
動
き
を
早

め
て
い
る
。

　

い
ま
、
必
要
な
「
問
い
」
は
何
か
。

　

い
ま
不
可
欠
な
問
い
は
、
こ
の
改

正
で
事
実
上「
失
わ
れ
て
い
く
も
の

は
何
か
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
探
る
に
は
、
少
年
法
の
運

用
の
実
情
と
改
正
に
よ
る
変
化
を

「
知
る
」
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
少
年
司

法
の
現
場
に
何
が
生
ま
れ
る
の
か
、

関
心
と
改
正
後
へ
の
想
像
力
が
求
め

ら
れ
る
。

　

こ
の
改
正
の
議
論
は
い
か
に
な
さ

れ
て
き
た
の
か
。
背
景
に
何
が
あ
る

の
か
。
刑
罰
化
を
進
め
る
「
厳
罰
化
」

は
社
会
に
何
を
生
み
出
す
の
か
。
こ

の
改
正
に
よ
り
少
年
司
法
の
現
場
に

何
が
起
き
る
の
か
。
そ
れ
は
憲
法
の

理
念
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
「
家

庭
裁
判
所
」の
今
後
の
あ
り
方
に
も

か
か
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
何
が
失

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
み
つ

め
、
い
ま
必
要
な
手
立
て
、
課
題
を

探
る
と
き
で
あ
る
。

 

（
編
集
委
員
会
・
佐
々
木
光
明
）

少
年
法「
改
正
」、

何
が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
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